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管内でいもち病の発生が確認されています 
低温・日照不足によりいもち病の発生が懸念されます。 

水面施用剤による予防と病斑発見時の茎葉散布による防除を行いましょう。 

１.気象概況 

表１　旬（月）別の気象データ
平均気温（℃） 全天日射量（ＭＪ/㎡）
本年 平年差 本年 平年比

5月　上旬 16.2 2.2 24.5 141%
　　　 中旬 15.7 1 23.5 144%
　　　 下旬 20.2 4.1 23 128%
6月　上旬 18.9 1.3 20.2 116%
　　　 中旬 18.3 -0.2 16.7 110%

下旬 19.8 0.5 12.4 95%
7月　上旬 20.1 -0.5 11.7 89%

中旬 20.7 -1.3 10.6 82%
※全天日射量：放射エネルギーの量  

 

○７月上旬，中旬ともに，平均気温，全天日射量が平年を下回りました。（表１） 

○気温は回復していく見込みで，７月３０日にかけて平年並みの見込みです。（図１） 

○６月 28 日頃から日照時間の少ない状態が続いていましたが，今後１ヶ月程度は平年並か少

ない見込みです。（図２） 

 
  図１ ２週間気温予報（気象庁，7月 18 日更新） 

 

 
  図２ １ヶ月予報（気象庁，7月 18 日更新） 

 
＜予報の対象期間＞ 

１か月   ： ７月２０日（土）～ ８月１９日（月） 
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２.生育状況 

○ひとめぼれ 

・草丈は前年より低く，茎数は前年並み，葉数は前年よりも遅れており，葉色は前年より濃い 

です（表２）。 

・幼穂長は 27.1mm で減数分裂期 7/20，出穂期 8/2 と予想されます。 

○ササニシキ 

・草丈は前年より低く，茎数は前年より多く，葉数は前年より進んでおり，葉色は前年より濃 

いです（表２）。 

・幼穂長は 13.2mm で減数分裂期 7/22，出穂期 8/4 と予想されます。 

○だて正夢 

・草丈は前年より低く，茎数は前年より多く，葉数は前年よりやや進んでおり，葉色は前 

年より濃いです（表３）。 
・幼穂長は 3.1mm で減数分裂期 7/27，出穂期 8/8 と予想されます。 
 
表２　主要品種生育調査結果（７月１９日現在　移植栽培）

本年 前年比 本年 前年比 本年 前年差 本年 前年差 本年 前年差
仙台湾沿岸 仙台市宮城野区 63.9 84 390 91 11.5 -0.4 42.7 7.9 11.9 -29.7
北部平坦 大郷町鶉崎 63.5 - 515 - 11.3 - 37.2 - 15.6 -45.9
西武丘陵 仙台市泉区 67.5 85 504 98 12.5 0.1 40.7 6.5 53.9 17.1

65.0 83 470 105 11.8 -0.4 40.2 5.5 27.1 -19.5
北部平坦 大和町鶴巣 67.9 88 658 136 11.5 -0.4 38.2 3.1 14.2 -29.3
仙台湾沿岸 仙台市若林区 65.7 82 418 93 12.5 0.1 40.8 3.5 12.1 -70.3

66.8 85 538 115 12.0 -0.2 39.5 3.3 13.2 -49.8
※「-」はH30年からの調査ほ場変更により，前年値がない箇所

表３　だて正夢生育調査結果（７月１９日現在　移植栽培）

本年 前年比 本年 前年比 本年 前年差 本年 前年差 本年 前年差
北部平坦 大郷町土橋 69.6 87 410 125 12.0 -0.2 39.5 3.3 3.1 1.7
仙台湾沿岸 仙台市若林区 63.5 - 348 - 12.7 - 38.6 - 3.0 -

66.6 83 379 116 12.4 0.2 39.1 2.9 3.1 1.7
※「-」はH30年からの調査ほ場変更により，前年値がない箇所
※仙台湾沿岸のだて正夢の調査結果は7/18調査によるもの

品種 地帯 場所
草丈（ｃｍ） 茎数(本/㎡)

ひとめぼれ

葉数（枚） 葉色（GM） 幼穂長（mm）

葉数（枚） 葉色（GM） 幼穂長（mm）

ひとめぼれ管内平均

ササニシキ

ササニシキ管内平均

品種 地帯 場所

だて正夢

だて正夢管内平均

草丈（ｃｍ） 茎数(本/㎡)

 
下表は各地域の生育ステージの予測で，今後の気温が平年並みで推移した場合の予測値です。 

 

表４ 地帯区分における生育ステージの予測 
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３.今後の管理 
○低温時の水管理 

・幼穂形成期から出穂開花期にかけて低温に遭遇すると，一穂籾数の減少や障害不稔，玄米 

の千粒重低下により収量が低下します。特に耐冷性が「弱」である「ササニシキ」などの 

水管理に注意を払って下さい。 

・障害不稔を発生させる温度条件は，「最低気温 17℃以下」または「日平均気温 20℃以下」 

が数日続くような場合といわれています。 

・幼穂形成期（出穂 20～25 日前）から減数分裂期（出穂 10～15 日前）までの低温時には，

水深 10cm 程度に湛水して下さい（前歴深水）。この前歴深水と減数分裂期の深水管理を組

み合わせると被害軽減効果が大きくなります。 

・減数分裂期の低温時の深水管理では，17～20cm の水深が必要となります。この水深が確保

できない場合でも，無風状態であれば，水面上の気温は 1～2℃高くなることから，可能な

限り深水に努めることで被害を軽減することができます。 

 

○追肥判断 

・葉色は昨年と同様にピークが遅れているものの，今後は低下することが見込まれていま 

す。穂揃期の葉色（期待値）を維持させるために，追肥について判断が必要となります。 

・ほ場により生育が異なるので，表５を参考に幼穂長による生育ステージの確認を必ず行

い，追肥時期を判断しましょう。なお，葉色の期待値を上回る場合の追肥は不要です。 

・追肥後一時的に稲体窒素濃度が高くなると，いもち病に対する抵抗力が弱くなるので注意

が必要です。 

・基肥に穂肥の時期まで肥効のある緩効性肥料を施用した場合または復元田の場合は，倒伏

する恐れがあるため，原則として追肥は行いません。 

表5　幼穂形成期及び減数分裂期の葉色の期待値と施肥量の目安

GM葉緑素計の 施肥量（窒素成分量） GM葉緑素計の 施肥量（窒素成分量）
葉色の期待値 （kg/10a） 葉色の期待値 （kg/10a）

だて正夢 39～43 0（生育量不足の場合1） 35～39 2(幼形期に追肥した場合1)
ひとめぼれ 38～40 1 35～37 1
ササニシキ 34～36 32～34 1～1.5
金のいぶき 33～35 1 30～32 1
つや姫 35～37 2 31～33
まなむすめ 35～37 2 36～38

品種名

幼穂形成期（幼穂長1～2mm） 減数分裂期（幼穂長30～120mm）

 
※だて正夢は葉色が濃い品種です（表５参照）。周辺ほ場に比べ葉色が濃くなり，追肥を抑えられがちですが，

穂揃期の葉色維持のため，期待葉色に応じた適正な追肥を実施しましょう。また，生育量を目安とした追肥判

断についても以下に記載します。 

 

★生育量を目安とした「だて正夢」の追肥判断について 

＜減数分裂期の追肥判断＞ 

ウ 生育量が目安内にあるか目安に満たない。 

①  幼穂形成期追肥を行っていない 

   → 窒素 成分で2kg/10aを追肥 

②  幼穂形成期追肥を行っている 

    → 窒素 成分で1kg/10aを追肥 

エ 生育量が目安を超過している。 

    → 追肥しない 

オ 倒伏診断指標（表６）も参考にする。 

草丈（cm） －
茎数（本/㎡） 410～450
葉色（GM値） 35～39

生育量の目安

●減数分裂期（幼穂長：30～120mm）
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 ○病害虫防除（いもち病の発生に注意） 

いもち病対策 

 
・仙台西部地域で，いもち病の進行型病斑の発生が確認されています。 

・日照不足の影響で葉色が濃い状態が続いております。「葉色が高い」，すなわち「稲体 

窒素含量」が高く，いもち病に感染しやすい状態であると言えます。復元田や多肥条 

件，抵抗性の弱い品種を栽培するほ場では，特に注意が必要です。 

・アメダス資料による感染好適日の推定では，６月３０日，７月１，１５，１７日に感染 

好適条件が広域的かつ断続的に出現しています。 

・箱施用剤や予防粒剤の効果が低下している時期です。水面施用剤による予防防除を行 

い，上の写真を参考にほ場を見回り，葉いもちの発生が確認された場合は，直ちに茎葉 

散布剤で防除しましょう。特に，穂いもちの重要な伝染源となる上位葉でのいもちの発 

生には十分注意しましょう。 

・穂いもちの予防粒剤は出穂 30～5 日前に使用する剤が多いので，生育状況（幼穂長等） 

の観察や出穂期の予測に基づき，適期に散布しましょう。 

・粉剤や液剤などの茎葉散布剤による穂いもちの防除は、1回目の防除を出穂直前に 2回目 

を穂揃期に行い，葉いもちの発生が多く、穂いもちの多発する恐れがある場合や出穂期

間が長引く場合には３回目を穂揃期の７～10 日後に実施しましょう。 

 

表６ 「だて正夢」の倒伏判断指標 
＜幼穂形成期＞                ＜減数分裂期＞    

注）茎数，草丈，および葉緑素計値以外の数値は生育量（草丈×茎数×葉緑素計値÷100,000）を示す。生育量
が幼穂形成期 10.4～12.1，減数分裂期 12.2～13.3（灰色セル）は 25～50％，幼穂形成期 12.2 以上，減数分裂
期 13.4以上（濃灰色セル）は 50％以上の確率で立毛角度が 40°を下回る程度に倒伏し，品質が低下する。 

茎数 草丈
(本/㎡） (cm) 38 40 42 44 46 48

400 50 7.6 8.0 8.4 8.8 9.2 9.6
400 55 8.4 8.8 9.2 9.7 10.1 10.6
400 60 9.1 9.6 10.1 10.6 11.0 11.5
400 65 9.9 10.4 10.9 11.4 12.0 12.5
400 70 10.6 11.2 11.8 12.3 12.9 13.4
400 75 11.4 12.0 12.6 13.2 13.8 14.4
400 80 12.2 12.8 13.4 14.1 14.7 15.4
400 85 12.9 13.6 14.3 15.0 15.6 16.3
500 50 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0
500 55 10.5 11.0 11.6 12.1 12.7 13.2
500 60 11.4 12.0 12.6 13.2 13.8 14.4
500 65 12.4 13.0 13.7 14.3 15.0 15.6
500 70 13.3 14.0 14.7 15.4 16.1 16.8
500 75 14.3 15.0 15.8 16.5 17.3 18.0
500 80 15.2 16.0 16.8 17.6 18.4 19.2
500 85 16.2 17.0 17.9 18.7 19.6 20.4

葉緑素計値（SPAD-502Plus) 茎数 草丈
(本/㎡） (cm) 38 40 42 44 46 48

400 50 7.6 8.0 8.4 8.8 9.2 9.6
400 55 8.4 8.8 9.2 9.7 10.1 10.6
400 60 9.1 9.6 10.1 10.6 11.0 11.5
400 65 9.9 10.4 10.9 11.4 12.0 12.5
400 70 10.6 11.2 11.8 12.3 12.9 13.4
400 75 11.4 12.0 12.6 13.2 13.8 14.4
400 80 12.2 12.8 13.4 14.1 14.7 15.4
400 85 12.9 13.6 14.3 15.0 15.6 16.3
500 50 9.5 10.0 10.5 11.0 11.5 12.0
500 55 10.5 11.0 11.6 12.1 12.7 13.2
500 60 11.4 12.0 12.6 13.2 13.8 14.4
500 65 12.4 13.0 13.7 14.3 15.0 15.6
500 70 13.3 14.0 14.7 15.4 16.1 16.8
500 75 14.3 15.0 15.8 16.5 17.3 18.0
500 80 15.2 16.0 16.8 17.6 18.4 19.2
500 85 16.2 17.0 17.9 18.7 19.6 20.4

葉緑素計値（SPAD-502Plus)
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斑点米カメムシ類対策 

水田周辺の草刈り（出穂 10 日前まで） 

・水田畦畔の草刈りは，出穂期前後に行うと水田内に斑点米カメ 

ムシを追い込むので，水稲の出穂 10 日前までに終えてくださ 

い。 

薬剤防除（出穂期以降） 

・薬剤防除は，穂揃期とその７～10 日後の２回防除が基本で 

す。 

・イヌホタルイ，ノビエ等が発生した水田で除草ができなかった場合は，１回目の薬剤散 

布時期を「出穂始から穂揃期」に早めることで，斑点米カメムシ類の密度を低下させ被 

害を軽減できます。 

・草刈りや薬剤散布は広域的に実施すると効果が高いため，地域一斉の防除に努めましょ 

う。 

 

紋枯病対策 

前年の発生量が平年並であったことから，伝染源量は平年並と推測されます。 

病害虫防除所の巡回調査では，発生地点率及び発病株率は平年並でした。 

定点調査ほでは，初発が７月 10 日に確認されており，その後の上位葉鞘への病斑進展も

平年並です。  

高温多湿が発生に好適です。発生動向に注意し，穂ばらみ期から穂揃期に防除を実施し 

ましょう。  

要防除水準（５％以上減収）：出穂直前（穂ばらみ期）の発病株率  

ひとめぼれ 18％，ササニシキ 10％に達し場合は，防除を実施しましょう。 

 

稲こうじ病対策 

前年の発生が平年並であったことから，伝染源量は平年並と推測されます。  

穂ばらみ期が低温で，降雨日数の多いことが発生に好適です。防除は出穂 20～10 日前に

実施しましょう。 
 

アカスジカスミカメ成虫 


